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Figure1に示すような均一な飽和粘土地盤におけるシートパイル（Sheet pile）の壁で支えた幅 L(m)，深さ H(m)の鉛直な掘削断面底

部の安定問題を，下記のような 2種類の方法で検討する。下記の文中の空欄にあてはまる適切な文字式，または{	
 }内の適切な語句，

記号を選択して，解答用紙の該当欄に記入しなさい。なお，この粘土の飽和単位体積重量 γsat(kN/m3)，非排水せん断強度 Cu(kN/m2)

で一定であり，地盤の奥行きは 1(m)，文字式に用いる文字は γsat，Cu，H，L，dとする。 

(Ⅰ ) Figure1.a)の破線で示す中心 Oの円弧すべり面(Slip circle)RSを用いて，掘削底面 OSの安定を検討する。 

(1)面 OR上部の土塊ブロック OPQRの自重W=	
 (ア)	
 (kN)である。 

(2)点 Oに関する自重Wによる時計回りのモーメント MD=	
 (イ)	
 (kN･m/m)である。 

	
 (3)点 Oに関する粘土の非排水せん断強度 Cuによる反時計回りのモーメント MR=	
 (ウ)	
 (kN･m/m)である。なお，面 OPと QR上

の粘土の非排水せん断強度による力は無視してよい。 

	
 (4)モーメントに関する安全率 FS=MR/MD=1となるような掘削深さ H=H1=	
 (エ)	
 (m)である。 

(Ⅱ ) Figure 1.b)に示すような掘削底部地盤内の掘削底面からの深さ d(m)にある要素Aと側方地盤内の同じ深さにある要素Bに作用す

る応力状態に着目して，掘削底面の安定を検討する。 

(1)要素 Aに作用する鉛直方向垂直全応力 σVA=	
 (オ)	
 (kN/m2)であり，これは{(カ)：最大，中間，最小}主応力である。 

また，要素 Bに作用する鉛直方向垂直全応力σVB=	
 (キ)	
 (kN/m2)であり，これは{(ク)：最大，中間，最小}主応力である。 

(2)要素 Aと Bが同時に非排水状態で破壊したとする。 

このとき，要素 Aに作用する水平方向垂直全応力σHA=	
 (ケ)	
 (kN/m2)であり，これは{(コ)：最大，中間，最小}主応力である。 

また，要素 Bに作用する水平方向垂直全応力σHB=	
 (サ)	
 (kN/m2)であり，これは{(シ)：最大，中間，最小}主応力である。 

	
 (3)以上の結果より，σHA=σHBとおくと，掘削深さ H=H2=	
 (ス)	
 (m)である。 

(Ⅲ) 以上のようにして求めた掘削深さ H1{(セ)：>，=，<}H2 となるので，この場合の掘削底面が安定となるための掘削深さの正解

H0は，	
 (ソ)	
 <H0<	
 (タ)	
 の範囲にある。	
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(ア) γ!"# ∙ H ∙ L (イ) γ!"# ∙ H ∙
L!

2
 

(ウ) C! ∙ π ∙ L! (エ) 2π ∙
C!
γ!"#

 

(オ) γ!"# ∙ d (カ) 最小 

(キ) γ!"# ∙ (H + d) (ク) 最大 

(ケ) γ!"# ∙ d + 2 ∙ C! (コ) 最大 

(サ) γ!"# ∙ H + d − 2 ∙ C! (シ) 最小 

(ス) 4 ∙
C!
γ!"#

 (セ) > 

(ソ) 4 ∙
C!
γ!"#

 (タ) 2π ∙
C!
γ!"#
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